


























1 － 1 　『日本広東学習新語書』
神田外語大学神田佐野文庫所蔵『日本広東学習新語書』（以下『新語書』）
























































































地域を比較すると、概ね一致する（図 2 及び 2 － 3 参照）。
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たのである（ 1 － 2 参照）。
4 ．符号仮名
4 － 1 　日本統治期の台湾における言語教育・研究


































































うである。彭馨平氏の調査によると、『台湾警察時報』（1936年 7 月 1 日警務局
警務課発行）所載の「廣東語講習上符號假名の統一に就いて」という文章が、
日本統治期における「広東語」符号仮名の表記に関して書かれたものとして、



















4 － 4 　警察との関係
日本統治期において、台湾の言語の理解が日本人警察官に求められたこと、
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官及司獄官練習所ノ教科書ト爲ス


























































































































































































（22） 3 - 2 で、『記述報文』において「土語」は「福建語、廣東語及其ノ他ノ漢語及蕃
語」と規定されると述べたが、実際には「土語」を台湾語（ホーロー語）の意で使う
ことが多い。
（23）アジア歴史資料センター、アジ歴グロッサリー：台湾総督府国語学校（https://
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『日本広東学習新語書』及び『明治三十八年　戸口調査用語（広東語）』所収の符号仮名（1）
（69）
www.jacar.go.jp/glossary/term 2 /0050-0010-0010-0010-0220.html）
（24）『台日大辞典』凡例に「本書に於て採用せる語音は主として厦門音を標準とせり、
此れ厦門音は漳州音、泉州音の中間に位置し、二者の特質を併有するを以てなり」と
の記述がある。
（25）彭馨平、p.61
（26）彭馨平、p.67～68
（27）昭和 7 年（1932年）、台湾総督府によって編纂・刊行されたもので、日本語二万五
千語に「広東語」（客家語）の対訳を施したものである。全1,554ページ、東洋文庫所
蔵本を原本として、昭和62年（1987年）に国書刊行会から復刻版が刊行された。
同書の凡例に「本書ニ採用セル譯語及ビ其ノ音ハ、臺灣ノ北部ニ行ハルヽ、所謂四
縣中ノ鎭平縣ノ語及ビ其ノ音ヲ用ヒタリ」とあることから、台湾客家語の標準音とさ
れる「四縣腔（苗栗腔）」のうち「鎭平縣（現在の蕉嶺縣）」の言語に依拠しているの
が分かる。ちなみに、客家語の代表とされる梅県方言（広東省梅州市梅県区・梅江
区）は、蕉嶺縣の南に位置する。
同書はカタカナによる見出しの下に、日本語の漢字が書かれる。さらにその下に漢
字で「広東語」が書かれており、その右側にカタカナ及び補助記号付きのカタカナに
よる音注と声調符号が付けられている。
（28）『広東語辞典』では、声調については「六聲符號」を用いて表しているが、本稿で
は便宜上以下の通り丸番号で表記した。
六聲符號　常音：上平①　下平②　上聲③　去聲④　上入⑤　下入⑥
　　　　　　　鼻音：上平❶　下平❷　上聲❸　去聲❹　上入❺　下入❻
（29）羅濟立、p.343～344
（30）『記述報文』、p.232～235
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